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2021（令和 3）年度 第 9 回経済学部教授会議事録（要旨） 

 

日 時 ： 2022（令和 4）年 1 月 14 日（金） 14:00 ～ 14：55 

場 所 ： 板橋校舎 1 号館 3 階 10301 教室 

開催方法 ： 対面式 

構成員 ： 38 名（定足数：19名） 

出席者 ： 34 名（定足数充足） 

欠席者 ：  4 名 

議 長 ： 経済学部長 

 

 

議題 

 １．教務委員会報告に関する件 

 ２．学籍異動に関する件 

 ３．DPの変更に伴う各部局のカリキュラムツリーの更新に関する件 

 ４．副免許取得希望学生の他学科履修願いに関する件 

 ５．大東文化学則第 46 条に基づく 2021 年度学長賞候補者並びに 

                     青桐賞候補者の推薦について 

 ６．その他 

 

報告承認事項 

 １．2022（令和 4）年度 総合型選抜（自己推薦 専願型）・ 

                学校推薦型選抜（スポーツ 前期）・ 

                   社会人特別選抜 入学試験合否判定に関する件 

 ２．2022（令和 4）年度非常勤講師契約更新に関する件 

 ３．2022（令和 4）年度教育実習指導・派遣教員の選出に関する件 

 ４．その他 

 

報告事項 

 １．東松山キャンパス運営委員会報告について 

 ２．2021（令和３）年度大東文化大学学位記授与式実施計画について 

 ３．学長選挙等選挙管理委員会報告について 

 ４．大学基準別基本方針の見直しについて 

 ５．2023年度入試 志願者増に向けた改革について 

 ６．留学生受入数増加計画について 
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 ７．大学の名誉を高めた卒業生に対する表彰について 

 ８．内部質保証委員会からの報告について 

 ９．2021年度後期定期試験実施本部長、担当責任者について 

 10．教員の研究活動における海外出張について 

 11．研究推進室からの報告について 

 12．入学センターからの報告について 

 13．学生支援センターからの報告について 

 14．地域連携センターからの報告について 

 15．看護学科臨地実習に関する授業コマに係る関連規則の改正について 

 16．経済学部演習成果発表会実行委員会からの報告について 

 17．経済研究所からの報告について 

 18．その他 

 

経済学部長が議長となり、出席者数が学則第 11 条の 5に定める定足数（19 名）を充た

していることを確認の上、開会を宣言した。 

 

議題１．教務委員会報告に関する件 

教務委員会委員長が、以下について教務委員会での審議結果を説明し、審議の結果、教

授会はこれらを承認した。 

  ・ゼミ募集について 

  ・シラバス執筆について 

 

議題２．学籍異動に関する件 

経済学部長が「資料」に基づき、1名の退学、1名の復学および 2名の休学について説

明し、審議の結果、教授会はこれを承認した。 

 

議題３．DP の変更に伴う各部局のカリキュラムツリーの更新に関する件 

学部基本問題検討委員会委員長が「資料」に基づき、前回からの継続案件である DP の

変更に伴う各部局のカリキュラムツリーの更新について説明し、審議の結果、教授会はこ

れを承認した。 

 

議題４．副免許取得希望学生の他学科履修願いに関する件 

  経済学部長が「資料」に基づき、3名の教育学科の学生より副免許取得を目的に社会経

済学科科目履修願いが出されたとの報告があり、審議の結果、教授会はこれを承認した。 

 

議題５．大東文化学則第 46 条に基づく 2021 年度学長賞候補者並びに 
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                      青桐賞候補者の推薦について 

  経済学部長が「資料」に基づき、同候補者の推薦基準等について説明し、対象となり得

る学生がいた場合は 1月 20 日（木）までに推薦書および参考資料を学部事務室に提出し

て貰いたい旨を依頼した。併せて、スポーツ振興センターから推薦された学長賞候補者 2

名について説明し、審議の結果、教授会はこれを承認した。 

 

報告承認１．2022（令和 4）年度 総合型選抜（自己推薦 専願型）・ 

                 学校推薦型選抜（スポーツ 前期）・ 

                   社会人特別選抜 入学試験合否判定に関する件 

社会経済学科主任および現代経済学科主任が「資料」に基づき、先の教授会（2021（令

和 3）年 6月 10 日開催）で承認された執行部一任による合否判定の結果について報告し、

教授会はこれを承認した。 

 

報告承認２．2022（令和 4）年度非常勤講師契約更新に関する件 

経済学部長が「資料」に基づき、非常勤講師の契約更新および退職について説明し、教

授会はこれらを承認した。 

 

報告承認３．2022（令和 4）年度教育実習指導・派遣教員の選出に関する件 

経済学部長が「資料」に基づき、今年度までは教育実習の事前指導・事後指導について

は特定教員が行っていたが、次年度からは「専門演習Ⅱ」を担当する教員が指導するよう

に変更となる旨を報告した。併せて、社会経済学科主任から教育実習指導教員配置につい

て説明があり、教授会はこれを承認した。 

 

報告１．東松山キャンパス運営委員会報告について 

東松山担当主任が「資料」に基づき、以下について同委員会にかかる審議内容について

報告した。 

 ・朝ごはんプロジェクト 

 

報告２．2021（令和３）年度大東文化大学学位記授与式実施計画について 

経済学部長が「資料」に基づき、大学学位記授与式実施計画について報告した。併せて、

学位記は郵送である旨の追加説明をした。 

 

報告３．学長選挙等選挙管理委員会報告について 

経済学部長が「資料」に基づき、前回実施された学長選挙における課題に対する改善へ

の検討結果について報告した。 
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報告４．大学基準別基本方針の見直しについて 

経済学部長が「資料」に基づき、第三期認証評価受審に伴う基本方針の見直し作業を関

連部局に依頼した旨を報告した。 

 

報告５．2023 年度入試 志願者増に向けた改革について 

経済学部長が「資料」に基づき、入学センターの志願者増加に向けた改革について報告

した。 

 

報告６．留学生受入数増加計画について 

経済学部長が「資料」に基づき、入学センター・国際センターからの留学生受入数増加

計画について協力依頼があった旨を報告した。 

 

報告７．大学の名誉を高めた卒業生に対する表彰について 

経済学部長が「資料」に基づき、昭和 62（1987）年の文学部中国文学科卒業生が「第 8

回日展 5科（書）」において東京都知事賞を受賞したことにより同表彰の候補者として推

薦された旨を報告した。 

 

報告８．内部質保証委員会からの報告について 

経済学部長が「資料」に基づき、内部質保証に関する進捗状況について報告した。 

 

報告９．2021 年度後期定期試験実施本部長、担当責任者について 

経済学部長が「資料」に基づき、後期定期試験実施本部長担当について報告した。 

 

報告 10．教員の研究活動における海外出張について 

経済学部長が「資料」に基づき、教育研究活動における海外渡航については感染症対策

本部に海外出張申請が必要である旨を報告した。 

 

報告 11．研究推進室からの報告について 

経済学部長が「資料」に基づき、今年度の一般研究費の執行期限（2022 年 3 月 15 日

（火））、年度末に向けての執行における注意事項について説明した。 

 

報告 12．入学センターからの報告について 

経済学部長が「資料」に基づき、令和 4年度大学入学共通テスト当日の業務分担・担当

者、試験時間、時間別受験者・監督者数について報告した。 

 

報告 13．学生支援センターからの報告について 
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経済学部長が「資料」に基づき、学生に注意喚起をした旨の報告があった。 

 

報告 14．地域連携センターからの報告について 

経済学部長が「資料」に基づき、大東文化会館の施設貸出を再開する旨について報告し

た。 

 

報告 15．看護学科臨地実習に関する授業コマに係る関連規則の改正について 

経済学部長が「資料」に基づき、看護学科の臨地実習に関する持ち授業数を持ちコマ数

に反映できるようにするために改正された大東文化大学専任教育職員就業規則、大東文

化大学助教規則、大東文化大学特任教員就業規則について、主旨および改正点を報告した。 

 

報告 16．経済学部演習成果発表会実行委員会からの報告について 

経済学部演習成果発表会実行委員会委員長が「資料」に基づき、以下の件について報告

した。 

  ・概要 

  ・当日のプログラムおよび審査結果 

  ・賞状・副賞の授与について 

 

報告 17．経済研究所からの報告について 

経済研究所研究部会長が以下の件について報告した。 

  ・2022(令和4)年3月末をもって任期満了となる専任研究員の更新について 

  ・2021（令和3）年度の研究部会について 

 

 

                                     以 上 

 

 


